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東京理科大学理窓博士会会則 

平成２０年７月１９日制定 

平成２６年９月２７日改正 

〔総則〕 

第１条 本会は、東京理科大学理窓博士会（理窓博士会）と呼び、事務所を東京理科大学理窓会内

に置く。 

〔目的〕 

第２条 本会は、会員の研究発表、知識の交換ならびに会員相互間の連絡提携の場となり、学術の

進歩普及と産業の発展及び社会への貢献を通じて東京理科大学の発展に寄与することを目

的とする。 

〔事業〕 

第３条  本会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう。 

（１） 学位取得者祝賀会の開催 

（２） 会員相互の情報交換と懇親 

（３） 「学術奨励賞」の選考 

（４） 講演会・講習会等の開催 

（５） 名簿とホームページの管理 

（６） 機関誌・図書の発行 

（７） 東京理科大学の発展に関する支援 

（８） その他  

〔会員資格〕 

第４条 東京理科大学理窓会の会員で、学位（博士）を有する者。 

 ２ 前項以外の者で、幹事会で本会への入会を承認された者。 

〔会費〕 

第５条 会員は、別に定める年会費を納めるものとする。 

〔役員の種類、選任等〕 

第６条 本会に、次の役員を置く。 

  （１）会長  １名 

  （２）幹事  若干名 

  （３）監査役 １名以上 

 ２ 役員は総会において選任する。 

 ３ 監査役は幹事を兼ねることはできない。 

［役員の職務等］ 

第７条 会長は、本会を代表し、会務を統理する。 

 ２ 幹事は、本会の業務を執行する。 

 ３ 監査役は、幹事会に出席し、本会の業務執行及び会計の状況を監査し、総会において報告す 

   る。 

［役員の任期等］ 

第８条 役員の任期は２年とする。ただし、補欠又は増員によって就任した役員の任期は前任者又 

   は現任者の残存期間とする。 

 ２ 役員は、再任できる。 

 ３ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行なわなけ 
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   ればならない。 

〔顧問〕 

第９条 本会に、顧問を置くことができる。 

 ２ 顧問は、会長その他の役員の要請があるときは、幹事会に出席して意見を述べることができ

る。 

〔総会〕 

第１０条 総会は会長が招集する。 

 ２ 通常総会は、毎年１回開催する。 

 ３ 会長、幹事会又は監査役が必要と認めたときには、臨時総会を招集することができる。 

［総会の審議事項］ 

第１１条 総会は以下の事項について審議する。 

（１） 会則の変更 

（２） 事業計画及び収支予算ならびにその変更 

（３） 事業報告及び収支決算報告 

（４） 役員の選任又は解任に関すること 

（５） 会員の入退会に関すること 

（６） 年会費に関すること 

（７） その他、幹事会が総会に付すべき事項として議決した事項 

〔幹事会〕 

第１２条 本会に幹事会を置く。 

 ２  幹事会は会長、幹事で構成する。 

 ３  幹事会は会長が招集し、議長を務める。 

〔幹事会の審議事項〕 

第１３条 幹事会は次の事項を審議する。 

（１） 総会に付議する事項 

（２） 重要な会務の運営に関する事項 

［議事録］ 

第１４条 総会及び幹事会の議事録は、幹事会の承認を得た後、インターネット上の本会ホームペ

ージに公開する。 

〔会計〕 

第１５条 本会の会計年度は、毎年４月１日より、翌年３月３１日とする。 

〔会則の変更〕 

第１６条 この会則を変更するときは、総会の議決を経なければならない。 

 

〔附則〕 

 この会則は、平成２０年７月１９日から施行する． 

［附則］ 

 １ この会則は、平成２６年９月２７日から施行する。 

 ２ 施行の時点で既に会員であった者は、この会則の規定にかかわらず、会員資格を有するもの 

   とする。 

 ３ 施行の時点の役員の任期は、この会則の規定にかかわらず、就任時から平成２７年の通常総 

  会までとする。 
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 ４ 施行の時点の年会費額は、この会則の規定にかかわらず、２，０００円とする。 

 


